
「
も
う
い
く
つ
寝
る
と…

」 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

吉
田 

眞
人 

「
も
う
幾
つ
寝
る
と…

」
の
次
に
来
る
フ
レ
ー
ズ
は
、
平
均
的
日
本
人
に
と
っ
て
は
「
お
正
月
」

で
、
新
暦
（
太
陽
暦
）
の
新
年
が
最
大
の
季
節
行
事
で
あ
る
。
し
か
し
世
界
を
み
る
と
、
こ
れ
は
圧
倒

的
少
数
派
だ
。 

中
華
圏
（
含
韓
国
、
ベ
ト
ナ
ム
）
で
は
、
旧
暦
（
太
陽
太
陰
歴
）
の
新
年
が
最
大
行
事
で
あ
る
。
春

節
と
も
呼
ば
れ
る
。
来
年
の
新
年
は
３
０
日
後
の
新
暦
１
月
２
２
日
で
あ
る
。
旧
暦
で
は
約
３
年
ご
と

に
閏
月
が
あ
る
の
で
、
新
年
も
毎
年
少
し
ず
つ
ず
れ
る
。 

キ
リ
ス
ト
教
国
の
重
要
行
事
の
ク
リ
ス
マ
ス
は
、
あ
と
３
回
寝
る
と
当
日
だ
。
ロ
ン
ド
ン
で
は
全
て

の
交
通
機
関
（
地
下
鉄
、
鉄
道
、
バ
ス
、
タ
ク
シ
ー
）
が
ス
ト
ッ
プ
す
る
。
近
く
の
教
会
に
行
け
と
い

う
わ
け
だ
が
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
割
合
が
半
分
以
下
に
な
っ
て
い
る
の
に
、
見
直
し
は
殆
ど
進
ん
で
い

な
い
。
（
最
近
は
タ
ク
シ
ー
が
少
数
営
業
。
料
金
２
倍
）
子
供
達
お
待
ち
か
ね
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
は
、
イ

ブ
に
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
が
運
ん
で
く
る
の
が
一
般
的
だ
が
、
ス
ペ
イ
ン
語
圏
で
は
年
明
け
の
１
月
５
日

に
『
東
方
の
３
賢
人
』
が
持
っ
て
く
る
。 

ク
リ
ス
マ
ス
に
優
る
重
要
行
事
が
イ
ー
ス
タ
ー
（
復
活
祭
）
で
、
春
分
を
過
ぎ
た
最
初
の
満
月
後
の

最
初
の
日
曜
日
、
来
年
は
４
月
９
日
で
あ
る
。
ド
イ
ツ
勤
務
時
、
ギ
リ
シ
ャ
出
身
の
ス
タ
ッ
フ
が
い

た
。
彼
女
は
、
ド
イ
ツ
の
イ
ー
ス
タ
ー
か
ら
約
１
ヶ
月
後
に
帰
省
し
、
親
族
と
共
に
祝
う
と
い
う
。
西

方
教
会
と
東
方
正
教
会
で
は
時
期
が
違
い
、
や
や
こ
し
い
。
東
方
正
教
で
は
ユ
リ
ウ
ス
歴
に
基
づ
い
た

日
を
採
用
し
て
お
り
、
数
日
か
ら
一
ヶ
月
の
差
が
出
る
。 

イ
ス
ラ
ム
諸
国
で
は
ヒ
ジ
ュ
ラ
暦
（
太
陰
暦
）
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
次
の
新
年
は
１
４
４
５
年
で

新
暦
の
７
月
１
９
日
で
あ
る
。
た
だ
し
新
年
よ
り
も
ハ
ジ
（
犠
牲
祭
・
ヒ
ジ
ュ
ラ
暦
１
２
月
１
０
日
）

や
ラ
マ
ダ
ー
ン
（
断
食
祭
・
同
９
月
）
が
重
要
視
さ
れ
る
。 

イ
ン
ド
で
は
様
々
な
暦
が
使
わ
れ
て
い
た
が
、
１
９
５
７
年
統
一
暦
と
し
て
「
イ
ン
ド
国
定
暦
（
太

陽
暦
）
」
が
採
用
さ
れ
た
。
こ
こ
で
も
ヒ
ン
ズ
ー
暦
（
太
陽
太
陰
歴
）
第
７
番
目
の
月
の
初
日
か
ら
５

日
間
に
わ
た
り
祝
わ
れ
る
「
デ
ィ
ワ
リ
」
が
最
重
要
行
事
で
あ
る
。
来
年
は
新
暦
１
１
月
１
２
日
が
初

日
。 さ

て
少
数
派
の
日
本
人
と
し
て
、
あ
と
１
０
回
寝
て
、
新
年

・

・

を
祝
う
こ
と
に
し
よ
う
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
２
０
２
２
年
１
２
月
２
２
日
） 


